
2018年 4月1日～ 2018年 9月30日
第44期　中間報告書第44期　中間報告書
株 主 通 信株 主 通 信

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催

剰余金の配当基準日
　　 期 末 配 当
　　 中 間 配 当

3月31日
9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座 口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
（ お 問 合 せ 先 ）

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120−094−777

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL　https://www.g-7holdings.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所 東京証券取引所（証券コード7508）

ご 注 意
（1）  株主様の住所変更、買取請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご
注意ください。

（2）  特別口座に記録された株式に関する各種
お手続きにつきましては、左記特別口座 
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行本支店においてもお取次ぎいたしま
す。

（3）  未受領の配当金につきましては、三菱
UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

本社 〒654-0161 神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
TEL 078-797-7700  FAX 078-797-7710

当社に関する情報はホームページでもご覧いただけます。

https://www.g-7holdings.co.jp/

株 主 メ モ



ス ー パ ー 事 業
で、良質な食材
をお買い得な価
格で提供する業
務スーパーおよ
び精肉販売のテ
ラバヤシが堅調
に推移しました。
また、こだわり

食品事業につきましても付加価値の高い厳選商材の発掘など
により、好調に推移しました。出店につきましては「業務スー
パー」および「テラバヤシ」において、埼玉県に1店舗（浦
和花月店）をそれぞれ新規オープンし、2店舗（北本店、川
越店）をそれぞれ移転オープンしました。
　 そ の 他 事 業
については、ア
グリ事業の農産
物 販 売 方 法 を
買取販売から委
託販売へと変更
しました。出店
につきましては、
BAKEのシュー
クリーム専門店「クロッカンシューザクザク」を大阪府に1店
舗（ルクア大阪店）、BAKEのチーズタルト専門店「BAKE 
CHEESE TART」を群馬県に1店舗（イオンモール高崎店）、
健康体操教室「カーブス」を神奈川県に1店舗（三浦海岸駅
前店）、ステーキチェーン店「いきなり！ステーキ」を兵庫県
に2店舗（学園南店、三木店）オープンしました。

　
　　

　 　　第44期中間期（2018年4月1日～2018年9月
30日）の連結業績は、売上高59,145百万円（前

年同期比3.5％増）、営業利益1,943百万円（同19.7％増）、
経常利益1,923百万円（同11.2％増）、親会社株主に帰属
する四半期純利益1,195百万円（同11.2％増）の増収増益と
なりました。
　「売上確保、粗利率アップ、在庫コントロール、経費コント
ロール」のグループ方針の実践を継続し、人づくり、組織づ
くりの再構築を図るとともに、売上から利益重視の生産性向
上を図り、収益力の拡大に取り組んだ結果、上期の好業績に
つながりました。
　オートバック
ス・車 関 連 事
業については、
安全運転に対
する意識の高
まりからドライ
ブレコーダー
の需要が増加
しました。また、タイヤ・ホイールを中心としたカー用品の
拡販や、車検および車販売をきっかけとしたお客様のトータ
ルカーライフサポートを推進し、接客サービスの向上に努め
ました。しかしながら、主力商品であるタイヤ販売において
前年同期の駆け込み需要の反動減もあり、売上が伸び悩みま
した。
　業務スーパー・こだわり食品事業については、主力の業務

テラバヤシ川越店

いきなり！ステーキ三木店

アーモンドバター新パッケージ

G-7グループは、既存事業や新事業、海外事業を力強く

推し進め、利益重視の経営に取り組み、創業から100年続く

グローバル企業への飛躍を目指し、引き続き邁進して

まいります。

市場変動にも強い経営システムと
多角的な事業展開により、
安定的な成長が見込める
企業体制の構築を図ります。

取締役名誉会長  木下 守 代表取締役社長  金田 達三

■  財務ハイライト
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前年同期比 ▼ 3.5 %増
59,145 百万円

前年同期比 ▼19.7 %増
1,943 百万円

前年同期比 ▼11.2 %増
1,923 百万円

前年同期比 ▼11.2 %増
1,195 百万円

2017/3
（第42期）

2018/3
（第43期）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

119,816

57,160

110,377

52,964

130,000
（通期予想）

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

2019/3
（第44期）

59,145

4,324

2017/3
（第42期）

2018/3
（第43期）

1,624

3,897

1,441

5,000
（通期予想）

2019/3
（第44期）

1,943

4,568

2017/3
（第42期）

2018/3
（第43期）

1,729

4,062

1,591

5,500
（通期予想）

2019/3
（第44期）

1,923

2,648

2017/3
（第42期）

2018/3
（第43期）

1,074

2,080

856

2,800
（通期予想）

2019/3
（第44期）

1,195

当中間期の業績とその主な要因を
お聞かせください。Q

A

トップメッセージ

中間期 通期
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　 　　下期は引き続き販売強化策の実施による売上の
底上げにより、通期目標である売上高130,000百万

円の達成を目指します。
　通期の連結業績につきましては、売上高130,000百万
円（前期比8.5％増）、営業利益5,000百万円（同15.6％増）、
経常利益5,500百万円（同20.4％増）、親会社株主に帰属す
る当期純利益2,800百万円（同5.7％増）を見込んでおります。

　 　　現在、マレーシアとタイでオートバックスを計2
店舗、バイクワールドを計3店舗展開していますが、

2014年オープンしたバイクワールドクランセントラル店に
おいて、前期に開業以来初の黒字化を達成しました。当期
も引き続き、黒字化の達成を目指しております。
　台湾の串かつだるま中山長安店では、SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）やグルメサイトの活用のほか、

オートバックス事業

売 上 高 1,700億円
経常利益 70億円に挑戦

545億円
G-7･オート･サービス

業務スーパー事業

750億円
G-7スーパーマート

海外事業

45億円
G7インターナショナルアグリ事業

80億円
G7アグリジャパン

バイクワールド事業

50億円
G-7バイクワールド

精肉事業

125億円
G-7ミートテラバヤシ

食品製造・加工・
卸販売・輸出入・飲食事業

85億円
G7ジャパンフードサービス

不動産デベロップ・
リテール事業

20億円
G7リテールジャパン

2020年（創業45周年時）

2020年グループ連結売上 中期経営計画

中期
事業計画

　株式会社G-7ホールディングスは、2018年12月初
旬にホームページをリニューアルいたします。
　今回のリニューアルでは、ご覧いただく皆様に
とって、より使いやすく分かりやすいホームページを
目指し、デザインを一新するとともに、スマートフォン
にも対応し、快適にご利用いただけるように努めて
います。また、投資家様向けIRサイトの内容を充実し、
投資家の皆様に当社をより一層ご理解いただける
コンテンツの提供を目指しています。
　これに続き、各事業会社のホームページもリニュー
アルし、より多くの皆様にご覧いただけるようなサイ
トづくりと情報提供を心がけてまいりますので、今後
ともご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。

1. 組織力と人間力の強化
2. 新規事業、新業態開発の成長戦略室の新設
3. 創業者塾・NC（ネクストキャビネット）養成塾を開講
4. M&Aの推進

5. 立地開発の強化
6. アジア・アセアン地域における海外事業の強化
7. 人材の確保

ランチタイムのてこ入れなどの集客施策を実施し、客数増
を図っています。
　また、いちごやレタスを栽培しているミャンマーのピンウー
リン農場では、2015年2月からミャンマー国内のスーパーで
販売を続けておりますが、新たに2018年3月より旧首都ヤン
ゴンへの出荷を開始しております。
　G-7グループでは引き続き、既存事業の拡大やM&Aなど
を通じて、アジア・アセアン地域における海外事業の強化を
推し進めてまいります。

　 　　G-7グループは、創業45周年を迎える2020
年3月期（2020年度）までの中期経営計画で掲

げている売上高1,700億円、経常利益70億円の目標達
成に向けて、M&Aを含めた積極的な事業展開と利益重
視の経営で引き続き持続的な成長を図り、株主の皆様を
はじめとするステークホルダーの方々の期待にお応えして
まいります。なお、当期の配当につきましては、中間配
当金を1株当たり35円、期末配当金は普通配当として1
株につき35円の合計70円を予定しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導、
ご鞭撻を頂戴いたしますよう、心よりお願い申し上げます。

トップメッセージ

海外展開についてお聞かせください。Q

A

下期の取り組みと通期予想について
お聞かせください。Q

A

株主の皆様へのメッセージを
お願いします。Q

A

TOPICS

当社ホームページ
リニューアルのお知らせ

ENVIRONMENT

SOCIAＬ

GOVERNANCE

環境
社会
統治

成長への3つのキーワード

G-7 Group 4G-7 Group3



連載企画　グループ企業紹介

Ｇ-７バイクワールドVol.4

Ｇ-７・オート・サービス Ｇ-７スーパーマート Ｇ７リテールジャパン Ｇ-７バイクワールド Ｇ７ジャパンフードサービス Ｇ７アグリジャパン Ｇ-７ミートテラバヤシ

バイクに乗られている方々にご満足いただける
高品質なサービスの提供に努めています。

会社概要
株式会社Ｇ-７バイクワールド
事業開始　2004年（平成16年）4月1日
資本金　4,500万円
代表者　代表取締役社長　 西村 佳三
本　社　〒654-0161 
　　　 　兵庫県神戸市須磨区弥栄台三丁目1-6
ウェブサイト　http://bike7.jp/

代表取締役社長
西村 佳三

　株式会社Ｇ-７バイクワールドは、バイク専門店「バイクワールド」12店舗を直営で展
開しています。パーツ・アクセサリーをはじめ、新車・中古車販売、整備、レンタルなど、
バイクに関するさまざまなサービスを提供しています。また、楽天市場でバイク用品
のオンラインショップも運営しています。
　2016年にはバイクの買取販売を行う「バイク王＆カンパニー」と業務提携し、相互
の強みを生かした事業展開を図っています。

業務スーパーやテラバヤシなど、計11店舗をオープン
　業務スーパーやテラバヤシなどの既存業態も引き続き出店しつつ、新業態としていきなり！ステーキ
などを出店いたしました。

※2018年4月1日から2018年9月30日までの新店舗。

■テラバヤシ
2018年 4 月26日 テラバヤシ北本店
2018年 5 月24日 テラバヤシ川越店
2018年 6 月 7 日 テラバヤシ浦和花月店

■いきなり！ステーキ
2018年 6 月26日 いきなり！ステーキ学園南店
2018年 9 月27日 いきなり！ステーキ三木店

■クロッカンシューザクザク
2018年 4 月 1 日 クロッカンシューザクザク

ルクア大阪店

■BAKE
2018年 7 月31日 BAKEイオンモール高崎店

■カーブス
2018年 6 月12日 カーブス三浦海岸駅前店

■業務スーパー
2018年 4 月26日 業務スーパー北本店
2018年 5 月24日 業務スーパー川越店
2018年 6 月 7 日 業務スーパー浦和花月店

新店舗
情報

新店舗のご紹介

クロッカンシューザクザク ルクア大阪店 BAKE イオンモール高崎店

カーブス 三浦海岸駅前店 いきなり！ステーキ 学園南店

G-7 Group 6G-7 Group5



その他事業
3.9%

業務スーパー・こだわり食品事業
66.7%

オートバックス・車関連事業につきましては、安全運転に対する意識の
高まりからドライブレコーダーの販売が好調に推移しました。また、タ
イヤ・ホイールを中心としたカー用品の拡販や、車検および車販売を
きっかけとしたお客様のト−タルカーライフサポートを推進し接客サー
ビスの向上に努めました。しかしながら、主力商品であるタイヤ販売
は前年同期の駆け込み需要の反動減もあり売上が伸び悩みました。

その他事業につきましては、アグリ事業の農産物販売を買取
販売から委託販売方式へと変更しました。当第2四半期連結累
計期間の出店につきましては、ステーキチェーン店「いきな
り！ステーキ」を兵庫県に2店舗（学園南店、三木店）オープ
ンしました。

オートバックス・車関連事業

車（四輪・二輪）関連用品、部品、車両販売

Ｇ-７・オート・サービス、G-7バイクワールド、他

主要品目

運営子会社

オートバックス・
車関連事業
29.4%

（単位：百万円） （単位：百万円）

その他事業

農産物の直売、リサイクル用品の買取・販売、不動産
賃貸業、飲食店経営等
Ｇ７アグリジャパン、G7リテールジャパン、他

主要品目

運営子会社

業務スーパー・こだわり食品事業

業務スーパー・こだわり食品事業につきましては、お客様に良
質な食材を、お買い得な価格で提供する業務スーパーおよび
精肉販売のテラバヤシが堅調に推移しました。また、こだわり
食品事業につきましても厳選した付加価値の高い商材の発掘等
により、好調に推移しました。

6.4%増
394億42百万円
売上高

前年同期比

37,071

2017/9
第43期
（中間期）

39,442

2018/9
第44期
（中間期）

（単位：百万円）

冷凍食品・加工食品販売、厳選食品の卸販売

Ｇ-７スーパーマート、Ｇ７ジャパンフードサービス、
G-7ミートテラバヤシ

主要品目

運営子会社

28.7%減3.2%増
23億14百万円173億88百万円
売上高売上高

前年同期比前年同期比

■  売上高構成比

16,842

2017/9
第43期
（中間期）

17,388

2018/9
第44期
（中間期）

3,245

2017/9
第43期
（中間期）

2,314

2018/9
第44期
（中間期）

事業別の概況

ファンづくりのグローバル化へ　G-7ネットワーク
未来への新たな価値づくりで、顧客満足を高めるサービス・商品をお届けします。

（2018年9月30日現在）

「業務スーパー」
「バイクワールド」

5店舗
1店舗

「業務スーパー」
「テラバヤシ」

8店舗
8店舗

「テラバヤシ」 1店舗

「串かつだるま」 1店舗「オートバックス」  
「バイクワールド」 

2店舗
2店舗

「バイクワールド」 1店舗

近畿地方

九州地方

関東地方

東北地方

中国地方

中部地方

北海道地方

台湾

タイ

マレーシア

計416店舗

「Green’s K」
「バイクワールド」
「めぐみの郷」
「激安スーパー」
「BAKE」
「ZAKUZAKU」
「RINGO」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「リユース王国」
「マンマチャオ」
「やまや本舗」

1店舗
5店舗
20店舗
2店舗
3店舗
1店舗
1店舗
19店舗
1店舗
1店舗
3店舗
4店舗

「オートバックス」
「スーパーオートバックス」
「オートバックスセコハン市場」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「テクノキューブ」
「クリスタルセブン」
「業務スーパー」
お好み焼き「七つの壷」
「いきなり！ステーキ」
「モータウン土山サーキット」
「大阪スズキカーズ」

37店舗
2店舗
1店舗
4店舗
4店舗
2店舗
2店舗
32店舗
1店舗
2店舗
1店舗
1店舗

「オートバックス」
「オートバックスセコハン市場」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「メガリサイクル王国」
「バイクワールド」
「ダイソー」
「テラバヤシ」

7店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
5店舗

「オートバックス」
「BPセンター」
「業務スーパー」
「バイクワールド」
「ダイソー」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「マンマチャオ」

7店舗
1店舗
34店舗
2店舗
1店舗
22店舗
1店舗
1店舗

「オートバックス」
「テクノキューブ」
「タイヤ専門館」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「クリスタルセブン」
「業務スーパー」
「バイクワールド」
「めぐみの郷」
「テラバヤシ」
「カーブス」
「ステップゴルフ」
「BAKE」
「マンマチャオ」

12店舗
1店舗
1店舗
2店舗
1店舗
1店舗
57店舗
3店舗
1店舗
48店舗
18店舗
3店舗
1店舗
1店舗

ストアネットワーク
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発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数

52,000,000株
13,336,400株

3,966名

個人・その他
3,623名  91.35%

金融商品取引業者
29名  0.73%

金融機関
26名  0.65%

その他法人
189名  4.77%

外国法人等
99名  2.50%

3,966名

前中間期
（2017年4月1日から2017年9月30日まで）

当中間期
（2018年4月1日から2018年9月30日まで）

売上高
57,160

売上高
59,145

営業利益
1,943

経常利益
1,923

特別損失
24

税金等調整前
四半期純利益
1,898

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
1,195

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
21

営業外
収益
194

営業外費用
214

営業利益
1,624

経常利益
1,729 親会社株主に

帰属する
四半期純利益
1,074

売上原価
販売費及び一般管理費 

法人税等
681

43,948
13,253

13,908

396

6,177

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

14,047

385

6,073

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

資産合計
41,163

負債・純資産合計
41,163

負債負債

純資産純資産

22,81222,812
流動資産
20,680

18,35118,351

負債・純資産合計
41,594

負債

純資産

23,861

17,732
固定資産
20,482

資産合計
41,594

流動資産
21,089

固定資産
20,505

流動負債

固定負債

16,537

6,274

流動負債

固定負債

18,806

5,055

前期末
（2018年3月31日現在）

当中間期末
（2018年9月30日現在）

前期末
（2018年3月31日現在）

当中間期末
（2018年9月30日現在）

■ 連結損益計算書（要旨）（単位：百万円） ■ 株式の状況（2018年9月30日現在）

■ 所有者別株主分布（2018年9月30日現在）

■ 会社の概況（2018年9月30日現在）

■ グループ企業（2018年9月30日現在）

■ 役員の状況（2018年9月30日現在）

■ 連結貸借対照表（要旨）（単位：百万円）

大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
木 下 　 守 1,830 千株 15.11 ％

木 下 智 雄 1,829 15.11
関 　 　 　 稚 奈 巳 1,129 9.32
有限会社キノシタファミリーサービス 1,094 9.03
木 下 陽 子 826 6.82
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 358 2.95
株式会社オートバックスセブン 337 2.78
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 213 1.76
MSIP CLIENT SECURITIES 149 1.23
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 112 0.92

（注） 1.   当社は、自己株式1,225,718株を保有しておりますが、上記大株主から
は除外しております。

 2. 持株比率は自己株式数を控除して計算しております。

（注）1. 坂本充氏および志田幸宏氏は、社外取締役であります。
2. 上甲悌二氏および西井博生氏は、社外監査役であります。
3.   当社は、坂本充氏、志田幸宏氏、上甲悌二氏および西井博生氏を、株式会社

東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出
ております。

取 締 役
名 誉 会 長 木下 　守
取 締 役 社 長

（代表取締役） 金田 達三
取締役副社長 木下 智雄
取 締 役 岸本 安正
取 締 役 松田 幸俊
取 締 役 関　 大作

取 締 役 坂本 　充
取 締 役 志田 幸宏
監査役（常勤） 吉田 泰三
監 査 役 上甲 悌二
監 査 役 西井 博生

商 号 株式会社G-7ホールディングス
G-7 HOLDINGS Inc.

設 立 昭和51（1976）年6月18日
資 本 金 17億8,570万円
代 表 者 代表取締役社長　金田　達三
本 社 神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
事 業 内 容 傘下の各事業会社を支配・管理する持株会社
従 業 員 数 5,137名（パート・アルバイト含む）
ホームページ https://www.g-7holdings.co.jp/

〈国内〉

株式会社G-7バイクワールド
株式会社G-7・オート・サービス

株式会社G7ジャパンフードサービス 株式会社G-7ミートテラバヤシ

株式会社G-7スーパーマート
株式会社G7アグリジャパン

株式会社G7リテールジャパン 株式会社店舗システム・イー・シー
〈海外〉
G7 RETAIL MALAYSIA SDN. BHD.
G7（THAILAND） CO., LTD.
七福股份有限公司 G7（CAMBODIA） CO., LTD.

G-7. CrownTrading CO., LTD.
CM G-7 AGRI MYANMAR CO., LTD.

連結財務諸表 株式情報／会社概要
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